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海岸線を抱きしめるように延びる私の街は、イタリアでもいちばん南の緯度を向

き、地中海に面している。朝、目覚ましが鳴ると、私たちは外へ目をやる。北ア

フリカの兄弟たちを探し、ニュースをつかまえ、新しいことをつかまえるため

に。

うだるような暑さが、私たちもまたアフリカ人なのだと思い出させてくれる — た

だしイタリア語という不利を背負い、それについてくる税務当局の関心を一身に

浴びながら。

だが今日は、3つの主題に取り組むことにした。自分の人生経験をもとに考えを

述べる — 誰かがすでに商業的な文章に書いたことを繰り返すのではなく。そう

した文章は絶対的な、人類学的な真理として扱われ、大学の中で研究分野にまで

されているが、その本当の目的は、たいていの場合、ただ経済的なものだ。

私は自分の書いたものを無償で配り、批判も異論も受け入れる — その最良のも

のは、ほとんどいつも女性から来る。より鋭い頭脳の持ち主たちだ。そして言え

るのは、どんな考えも思いも、原則として、外からの承認を必要としないという

こと — ただし、経済と金融の世界に向けられていないときに限る。商売をして

いない者にできるのは、経験を分かち合い、瞬間と感情の空間を無償で配ること

だけだからだ。

今日、私の注意を引いた主題は3つだけ。決して示されることのない見方を差し出

すために、それを選んだ。

それは：

コミュニケーション、情報、ナラティブ。

言葉にだまされてはいけない — これは3つの別々の世界、3つの別々の視点であ

り、しばしば同じ主題なのだ。
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よい読書を。

フェルディナンド
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